

























































































































度合い」（This is defined to be the degree to which the monetary and financial regimes
constrain the credit creation process, and the availability of external funding more






















かくて，ボリオら BIS view が「実物資産には制約されずに預金設定によっ
て行われる信用創造の意義を正しく強調し」（227頁），Fed view を批判して
いる点を高く評価し，本書の重要な理論的支柱としたのである。ただ，BIS
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商業銀行 Bank of North America が設立された1781年以前に，最初の火災保
険 Philadelphia Contribution-ship が1752年に，海上保険が1757年に組織され
ている。最初の生命保険会社 Pennsylvania company は1812年に，1816年か
ら1819年 に は 貯 蓄 銀 行3行 が 設 立 さ れ，最 初 の 投 資 信 託 と 見 ら れ































た。」（M. Kohn, “Payments and the Development of Finance in Pre-industrial Europe,” Nov.
2001. homepage より引用）。
⒁ John Plender, “Mad, mad, world of banking ; why on earth banks are so thirsty for
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1685, 1986, pp. 14-15, 32, 35, 113, 124, 227. 拙著『近代初期イギリス金融革命―為替手形・多
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賀大学経済論集』45巻5号‐47巻5号，2013‐2015年参照。
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ナンキの global saving glut 論の展開をめぐって―」（岡本悳也・楊枝嗣朗編著『なぜドル
本位制は終わらないのか』所収，文真堂，2011年）。なお関村氏は，「証券化技術が銀行の
ビジネスモデルの変化を可能にし・・・・，」「同時に信用格付けを梃子にした事実上の信
用拡大が可能になった・・・。これは，いわゆる銀行原理による信用供与とは質が異な
る。」（同「サブプライム危機の構造：序説」，『佐賀大学経済論集』41巻1号，2008年5月、
佐賀大学経済論集 第49巻第4号
―276―
66頁），「80年代以降拡大した年金，投資信託といった機関投資家の大量の資金が90年代後
半以降の金融拡大と金融革新の時代潮流として，新しい金融商品の市場取引の主要プレー
ヤーとして立ち現れたヘッジファンドやプライベート・エクイティファンドの投資資金の
大量流入を生み出した。」（同「サブプライム危機から投資銀行危機へ―流動性危機を生み
出した米国金融システムの構造への一考察―」，同誌，41巻6号，2009年1月，120頁）と論
じておられる。
＊2017年3月末に佐賀大学経済学部を定年退官される，畏友ラタナーヤカ・ピヤダーサ氏
に本稿を捧げる。
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